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被災×社会的弱者 ～最も被災しやすく、最も避難しにくいひとびと～ 2015 年 3 月 1 日 

被災×障がい児・者×復興 

被災地から見えた課題－障がい児・者歯科医療の現状と今後－ 

河瀬聡一朗（石巻市立雄勝歯科診療所所長） 

 

参加者数：16 名（男性 10 名、女性 6名） 

 

 

アンケートまとめ 

回答者 14 名（男性 9名、女性 5名） 

資格／職種／所属：歯科医師－7名、歯科衛生士－5名、歯科関係財団法人－1名、出版社－1名 

年齢：20歳代－3名、30 歳代－2名、40 歳代－4名、50歳代－4名、60歳代以上－1名 

大規模災害被災地における支援経験：有りー5名、無しー9名 

 

１． 内容のわかりやすさ 

わかりやすかった       １４ 

ふつう    ０ 

わかりにくかった   ０ 

 

２．今回参加して、初めて知った内容 

  初めて知った内容があった   １２ 

  だいた全て知っていた  １ 

  無回答    １ 

 

初めて知った内容のコメント 

 治療の巡回車があっても障害者の方々を診察することが難しいこと 

 行政が障害者について把握していないこと 

 通院時間がかかり、救急搬送にも４０分かかるという現実 

 被災地にまだこのような状況が残っていること 

 社会的弱者に対する歯科診療のシステムが存在すること 

 障害児・者への対応 

 災害弱者の歯科 

 避難所での障害者への差別、偏見。車中で暮らしていたこと。 

 障害者の歯科の治療の現状 

 障害者の災害時における現状 

 津波の動画の映像の生々しさに津波の恐ろしさを感じた 

 行政が避難所の障害者を把握できていなかったこと 

 仮設の歯科医院に車いすが入れない 

 など、知らないことがあった 

 また、被災直後はテレビなどで知ったことも、４年の月日で忘れてしまっていた感情や情

報を、改めて考えることができた" 

 障害児・者に対する平素の歯科医療が充分に提供されていなかった、されていないという

現実 

 被災と社会的弱者の関係 

 被災時に障害者がいるところや施設の場所などの情報が行政でも実際は把握されていな

かった、という事を初めて知りました 
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３．今回の参加にて、興味をもたれた内容 

 

 災害時対応ハンドブックを詳しく読んでみたいと思った 

 ４年経ってもまだ仮設住宅で生活していること 

 同じ日本人なのにと痛感しました 

 災害時の歯科医師が担うべき仕事内容 

 口腔ケアの重要性を再認識しました 

 震災によって整備されたシステムと、未整備のままでいる事項について。 

 社会的弱者の注目した講演会に興味があったから 

 障害者に代表される社会的弱者の被災地における歯科活動の現状について 

 社会的弱者を災害弱者にしないための教育、行政のしっかりとした把握は、災害が起きる

前から行っておくとても大切なことだと感じた。幼いころから障害者について理解を深め

ることは、災害時だけでなく日々の生活の中で障害児・者が生活しやすい環境をつくるこ

とにつながると思った。 

 被災地での被災後の障害者歯科治療に興味を持った。被災による不安、不便の中、また、

地域性もある中での診療をみてみたいと思った。 

 被災者は健常者さえも弱者となるが、障害児・者のおかれる更に困難となる立場に思いを

寄せるよいきっかけとなりました 

 雄勝地区の現状 

 実際に歯科でもできる事がたくさんあると本日、再認識できました。そして、歯科を通じ

て地域の人々の笑顔のためにも、医療だけではなく、お話にあったように行事を積極的に

行われたり、様々な研修会などを行うことで、心のかかわりを通じて人間らしさを活かし

た関わりができるのだなと、改めて思いました。 

 

４．これからのあなたの生活において、今日の内容が活かせそうか  

 

   活かせそう １１ 

 個人及び組織としての災害発生に備えた対策案の充実 

 被災地へ伺うことの大切さを理解しました 

 家族に話の内容を伝えたいです。震災を考える材料に。 

 災害の際にどうのように対応をしたら良いか 

 今後の災害だけに限らず障害者治療への取り組みに行かせる可能性が見いだされた 

 避難所の障害者の把握 

 どの地域にどのくらいの障害者の方が住んでいて、どの避難所に行くかなど、リスト

を作製したり、マップを作ったりしたいと思う 

 質問させていただいた内容も含め、歯科医師会としての災害対策を考えるうえで参考

になりました。口腔保健センターを有する当区でも、災害時の障害者・児への対応も

考慮していく必要性を強く感じました。 

 現在、障害者歯科施設にて勤務をしていますので、実際にこのような事がおきた時に

は、患者さんを安心して生活をしていただけるように、アドバイスができるよう、ハ

ンドブックのことを少しお話しをできたらと思います。 

わからない  ２ 

 ですが、自ら災害支援に参加できるように、最低限の備えと、情報収集に努めたいと

あらためて思いました 

活かせなそう  １ 


